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避難所運営ゲーム HIIn ttlllめ で経鱗したが、経験 し'て みないと分からないことも多く、意外と難しい

問題もあることが分かった.特に小さい子供のいる家権をどこに配憶するか、喘息などの病気や精神疾

患を持つている人は別菫にすべきか、tO別菫は確保できる中かなど考えてみると多く藝問題があつた
ので、日頃からこれら

"問
題などう解脚 ′ていくか岬策を考えておく必要があると思つた。授業で l・ l予

供たちが学校にいる時間は年間の 2審1綱 しかないことな知 り、この事実・t‐ 予まく活用 して里害時ゆ対策

を進めていく必要があるとも思った。また、タロ沐ロー 1ド俸職を付■て、翼害対応 i曝ついて y奪革か■oか

説明 t・加えて進めていくことで、みんなの価値観や考え方の違いを知って魅強にもなった L´ 、どの億見

にも工鮮はないけれど着雛師の専t皓としで lt■ どう行動すべきかということも考えて選援する必要があら

ことを学ぷごとができた。対策を考える 3つの視点であふ自晩、共疇、公聯註連携争梓に自分たち○命

孝守るための行動や対策を騨えたいと思ったn                 
｀

最初に行つたHUじ で |=、 雌難所 に雌難 してくる人は、事前にどんな人が来るかわかないため、どう配

置す 0か を考える難しきを知つた。実際に災書が起きた際 ILは、配置は自分たちで行わなければならな

い。そ中ため、医療職として、どう配獣ナベきかを自治会の方などと協力 しながら決める機割を担 ラ必要

があると学んだ.3ヨ 守国に行った DIGでは、私 |ま求に住んでい薔た時、災曹時どこに難難すべきかを

改めて考えることができた。私 |ま、大学に入学してす ぐに熊本の地震を経験 した。事|● 越ししてすぐのこ

とだったため、どこに避難していいかわからず、長 1薇匡廉セソターに選難してしま●た.声 曇降に,雌難

場所を知っていお.ば、避離すべき場所 :こ避轄するこルができカル̀考 費る。宙た、群難所が少ないことや衝

灯が少ないなどの問題を明らかにするこれがで嘗た.4コ マ日に行ったクロスロー・ドダームでは、クル

ープの人たちと災害時自分ならどう対応するか意見食提ずること漁
Iで き、たくさん考える時間となつた。

どの賞間にltlし
‐
t‐ も、YE5と NOご 掛らが正しいとい

'こ

とはなく、書えを臨し,に くい質問もあ・コた。

今回受りた熊繊を災書時に医農職 としてfT動できるように揺かしたい。

私は、ウ闘講嚢を受 lすて実際にあ静た批宙時中様子や1犬織を理解ナみ通とが出来ました。史際に災書時

に現地に行った方の話話を聞 くことはあまりないため、貴重な経験 となり.実際に彎の機を見ているこ

そ伝えらIt.る ことがあると17bう のな学 試
「
とが出来まし,た。また¬ゲームを使・・bて ま 学ぷこンで自分製

外の相手静iどの上うな磯祝幸し、そめ辮択を爆た澪由は何か躁くこと仁より新 しい物事の見方、考え方

を知ることができ員い勉強になりました中災書時 :よ特に錦 1に命を守ることを優先す機べ盲だと私は思

つています。しかし、人によつては自分よりも雄かりためにという人い字を最懺まで思いや輸ことがで

部薔方もいて凄ヤヽなと感銘を受りました。

私 Iま これまで大きな災宙に串ったことがなく現在住んでいる場所は難書の危険性は低い。モ備ため、

費心している部分があり押災メッダも準備できておらず、縦翼や翼書が越きたときにど革に選難十心か

など免審時に囀いて蹴族で話し合ったりすることはほ凝た.がない。1増害が起二るかもl.れないことを想

定 l.な がら住す鵡 所を考まるガけでおく、いつ起こるかわからないかわこそ目覇から準備をし,ておくこ

とが量響であると学んだゎ これまでにたくさんの地域で多く④災審が饉き、被書を党けている。私たち
が生まれるより前に起こった災害は知らないものも多くある。今回の講織では写真を見なが毎員書時の

様子を知つたり、デームを通して実際に起こつた事ダ1について考え様々な意見を出し合つた。一つひと



つの異害を通 l′ て、■書時の選轄の仕方や、撻難所での牛活のことなど今までの機書から学ぶことは事

4あ り、いつか災書が起こったときに生かせることがあると思う。そのため、今までの災害でどのような

ことが遅きて、どゆようなことに気を付けなければいけないのか、日暇からできる辱とはないか、など姜

くの人が知 り、考える機会を作ることが必要であると考える。

毎日のように日本中あちこうで地震十人山噴人などの様々な自然災書が起きてい薔 lナ ど、今まではニ

ュースなどがあ■てもあまり興味を持 って見ていなか った り、自分申身にはそれままど影響がないため、

自分のことのように考えることがせきていなかった中しかし、今回の講義を通 して、今まで知螺なか‐た

災書の実態を知り、地域り住民として
″
備えておくこと

Jの
大切さを感 凛た=住人′千尋家ボふふ場所が地遷

的 :Fけ どのような所であふかを調ベカリ、万が一の場合に備えて非常用飾などの準備をしておきたいと

黒ぅた。

今日の講義を通 して、このように災警について議論し、考えることをやっておかないと、災書が起 彗て

から、自分がどのように動 くべきか力かりないと感じました。災書 /JJ発生する前に、越難場所を把握して

おいたり、非常貴を準備しておいた ,す ることも大切だと改峨で思いました。またそれに加えて、自分が

住む地域がどのような地形の特徴を持つのかの把握もしなければならないと思わされました。費際に今

日、大村市の地形の特徴 t・考え、災書地生時の改善点も見つけもことが■きましたり自分が偉む地域も確

認してお音たいと思いますり最後ιl行 った .自分がその状況に薇か新′たときにどのようか行動を取薫か、

というゲームについて lt、 一つ一つのわ
'況
ポ深刻で、両者の青爵,●それぞれに納得できる根拠があり、難

しいと感じていました
“
今日は綸静 1■考えることはできていたと思いますが、実際にその状況にle_画 し

た場合、かなり拳J断が鍵 くなると思 ・ヽます。災書はいつ趨きるか力からないので、でき吝準備は日々付つ

ておく必要があると思い窯した。

今日・
T哺義な受けて、災書に ,17・て考 ■ることができました。今までは.看議師としての意見での人雪

に ṕぃてしか知らなか・ったけど、今日の講義で自助 `互助 `jt助峰tttt要であるということがわかりまし

た。私は合助も多いと思っていたので、自動の割書が各いことに鸞きましたりまた、選輔所で人を謳 惨分

けでいくダーノ、1圭、喘嘩の判断力が必要だつたのでとでも離 L′ かったです.ゲームの申で it、 こ骨A浄 ち

崚こぬ位置にいてもらおう、 /tどゆっくり考えることができたけど、実際は考えているうちにどんどん

人が押 し詈せてくるので、選熱 JIの管理者 |ま とても難 しい役書Jな こなしている輸だと知りました。クロ

スロー ドデームでは、迷ゃ竜誰間もあつたけど.他の人の意見を聞 くことで学ぴを縁玲うことが Cさ ま

した。人間とし
―
t‐心理的な面を重要視力薔rコ、それとも組織中中の一員として判断するか、モ中人 1蹴 より

て、またその場面によって変わっていくとわかりました。災書時は、特にス トレスでピリピJし てしまい

そうだけど.そ の中でもその人が考えた判断なので、そういう判断を批判したりせずに、他人の意見も愛

け入れていく必買があると思いました。

日本では多 くの機書が鼠きふ.現在も豊ュースで蘭南地方での地震理報や、麟炉島での大雨洪ンに警報な

ど聾然の出来事に日本国民は鸞きを饉せたぃ状況だ。何が起こるかわからない状況で災書時の対資につ

いて知識を深め、実験に越きた時にサギに勤けるようにする験とが大切である。私はこれまで災害の投


